ことぶきで暮らす人々あれこれ　40
労働相談に来た人たち…
　大きな都市には「日雇」が必要な業種がたくさんある。日雇という雇用の形態には長い歴史があるようで、調べたことはないのだが、それをたどると歴史のどこまで行きつくのだろうかと興味がわく。
　農業を中心とした自給自足の歴史は長く、農家は食べ物も衣類も履き物である草鞋（わらじ）も多くは自家で作っていた。足りないものは物々交換であがなった。日本では豊臣秀吉が「堺」という都市をつくったときから本格的な分業が始まったとされるが、その時、「日雇」も誕生したかも…しれない。
　日雇とは労働基準法によると「日々雇い入れられるもの」である。その日だけ、一週間、1カ月と期間を区切った臨時の仕事は都市にはたくさんある。江戸時代にも道普請やドブさらい、橋の修理や掛替え、中間や臨時奉公人など一定の期間で終わる仕事もたくさんあったから求人、求職を斡旋する「口入屋」、今でいうハローワークなるものがあった。
「日雇」は、はるか昔から社会生活上なくてはならないものだった。江戸時代も飢饉や不作など農村では食べられなくなった農民が仕事を求めて流入してきた。日雇はその日の仕事がすべて。景気や天気に左右されるので収入も生活も不安定だった。それは今も変わらない。
「飯場」で働いたが、お金を払ってくれない。このような相談が最も多かった。先方へ電話して状況を話し、賃金を払うよう交渉する。払ってくれる業者もあるが、言を左右にしてなかなか支払ってくれない渋い業者もある。また脅迫まがいの言動をするところもある。　その1
　先方に賃金を支払うよう電話。「雨が多くて仕事にならず、収入よりも諸式（たばこや酒、作業着などの購入）があって差し引きマイナスだ。それを払え。今そこに居るなら電話口に出せ…」電話をいったん切って本人に確かめると、「そうだったかなあ」
もっとも、賃金を払い、その中から諸式の支払いを済ませるというのが原則だが、差し引いて支払うということが当たり前になっているのだろう。労働基準監督署の指導はなかなか飯場までは入らない。
　飯場は労働と生活が一緒になった極めて特殊な場所である。町場から離れた不便な所にあるのが普通である。昔は「タコ部屋」とも呼ばれ、労働者は長い角材を枕に寝かされ、角材の端を木槌でがんと叩かれて起こされた。今はそんなことはないが、労働と生活を支配コントロールされ、半ば強制的に働かされるいわゆる「半ダコ」と呼ばれる飯場もある。だから、日雇仲間からあそこには間違っても行くなよと名指しされる飯場がいくつかあった。日雇労働者はそう分かっていても行かざるを得ない場合もあったようだ。

　　　　　　その２
　「なに、払えだと、うちの重機を壊してとんずらしたんだぞ。弁償しろっ！」のっけから怒鳴られてしまった。本人に確認すると、昼休みに気軽に重機を運転、砂の山に乗り上げたところ横転してしまったという。仰天してそのまま逃げ帰ってしまった、というのであった。重機を運転した時の状況など純法律的に考え支払わせることは不可能ではないかもしれないが、常識的に言って賃金を払えというのは無理だなあ、ということであきらめてもらった。
その３
　池袋の駅で寝ているところを手配師に手配される。鉄管をぶら下げる玉がけ中にワイヤーに手をはさまれ裂傷を負う。病院に一度連れて行ってもらっただけで翌日から追い回された。怖くなってトンコ。
　電話。「支払わないとは言ってない、勝手にいなくなってこちらでも仕事上でも損害をこうむった…などなど」堅気ではなさそうな感じ。
受診先の病院の診断内容と労災の適用が必要なこと、未払賃金分の支払いを要請。話し合いの末、飯場を訪問することに。本人は「怖くてやだ」というが、同行するからと説得。
　東村山市の飯場訪問。トンコした方が悪いと認めない。元受けに交渉し責任を取ってもらうということを持ち出したら軟化。労災の適用、未払い賃金（日当3,000円）の精算を受ける。本人の本職は手品師。その後、労災で治療、手指も完治。アルコール依存症の治療も並行しやがて手品師に復帰、時々、ＴＶで元気な姿を見ることがある。
その４
　日雇仲間では「あそこには間違っても行くなよ」というＹ市のＫ組でのトラブル。賃金不払い。契約日数が終わったので賃金の精算を求めたところ、支払いを延ばされ追い回しにあう。怖くなってトンコした。
　Ｋ組に電話。「飯場で働いている間、近くのバーで付けで飲み食いした。その分が未払いとなっている。それを立て替えると賃金はない。」バーのおかみさんは、Ｋ組の親方の奥さんという関係が明らかに。
　働いた賃金と生活資金が業者に握られ、その明細も定かでないまま賃金の未払いや不払いの理由にされている状況は前近代的な労働環境である。労働基準監督署に届け出て裁定を要請する旨Ｋ組に告げる。電話での恫喝は結構なものだった。さて、その日、Ｋ組に不払いにあっている労働者を寿から紹介した暴力団の組頭が僕を訪ねてきた。多少顔見知りで、「なんだお前さんか」ということで、付けの明細と就労の明細を突き合わせて差額を支払うことで話はついた。
　日雇い労働の背景は広く深いものがある…。
・飯場とは　　10日とか１ヶ月とかの契約で飯場に住み込みで働く。労働現場に近いプレハブの建物で生活の場でもある。賄いさんがいて飯場生活の間食事をつくる。いい賄いさんのいるところだと大当たりというところ。食い抜きで日当を定める場合が多い。（食い抜きとは、日当から食事代を引かない契約である。その他、諸式と言って手ぬぐいや軍手、石鹸やお酒などは契約が終わると差し引かれるものがある。これで手取り金がほとんどないということもある。
・追い回しとは　　契約が終わって賃金を精算する日が来ても何かと理由をつけて仕事をさせ、賃金支払いを引き延ばす。しかも重労働や危険な仕事を割り振る。労働者がいやになるか危険を感じてトンコ（無断で逃げる）させるようにする。
